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Abstract 
The author describes several challenges to enhance 

human senses with user interface techniques, which 
include Optical Camouflage, Stop Motion Google, 
Augmented Haptics, Straw-like User Interface and 
Interface with Galvanic Vestibular Stimulation (GVS). 
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概要 

  我々は五感により開かれた「窓」を通して現実

世界の情報を取得し脳内にて「現実感」として再

構成している． 

万博や博物館などで眼前に迫る立体映像を見て

思わず手をさしたとしても，手は空を切るばかり

であり、そこに広がるのは虚ろな世界であること

を改めて認識させられることになる．頬をつねる

ことにより夢と現実とを区別するように，我々は

様々な感覚チャンネルを柔軟に用いることで現実

感を得ていると考えられる． 

筆者らが取り組んでいるバーチャルリアリティ

とは「我，夢に胡蝶となるか，胡蝶，夢に我とな

るか・・・」と書かれた荘子の荘周故蝶の夢の世

界のごとく人間が現在存在している環境以外のバ

ーチャル環境をあたかもそれが現実の環境のよう

な感覚を持って体験し，かつそのバーチャル世界

で行動することを可能とする技術である． 

 筆者らはこのバーチャルリアリティ技術により

人間の入出力機能を工学的に拡張することを目指

して研究を進めている． 

我々の五感をはじめとする身体機能は，情報主

体としての人間にとって大きな物理的制約条件と

も言える．我々は「身体性」，「インタラクティブ

性」，「臨場感」に着目してインタフェースを開発

することで人間の入出力機能をあたかも人が超能

力を有したかのように拡張することを目指してい

る． 

本講演において筆者はあたかも物体透けたかの

ように背景を観察可能とする再帰性投影技術[1]．

運動物体観察能力をバーチャルに増強する Stop 

Motion Google．道具とセンサ部・力覚提示部と

を一体化し，計測した環境情報を実時間で作業者

に提示することで作業者を支援することを目的と

した，スマートツール．前庭感覚を電気刺激する

ことにより小型の装置で歩行誘導を行うことを可

能とする前庭感覚電気刺激インタフェース[2]な

ど，リアリティを拡張するための様々な取り組み

を紹介する． 

本研究はユーザが意識せずともそのスキルを増

強する用途にも応用可能であり，今後重要性が増

すスキルサイエンス分野に資すると考えられる． 

  
図 1 再帰性投影技術(左), Smart Touch(右) 
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